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カフカの『断食芸人』について

日 野 安 昭

外　国　語　教　室

（1974年9月11日受理）

Uber　Franz　Kafk裂s，，EirL　Hungerk伽stler“

Yasuaki　HINo

sθ〃2伽αγ46γノγθ〃2詑ηsργαo乃θπ

　（Received　September　11，1974）

　　工nder　G6schichte，，Ein　HungerkUhstler‘‘redet　Kafka　durch　das　Gleichnis　des

Hungerns　von　der　Wahrheit　und　dem　Schicksal　des　KUnstlers．　Der　HungerkUnstler

hungert　seinem　inneren　Trieb　gemaB，　weil　er　hungern　muβ，”weil　ich　nicht　dle

Speise　finden　konnte，　die　mir　schmeckt．‘‘In　seinem　Gestandnis　angesichts　deS　Todes

Iiegt　das　Geheimnis　der　Geschichte．　Er　hungert　nach　einer　unbekannten，　wirklichen

Speise，　an　der　er　slch　volle呂sen　kann．，，Die　wirkliche　Speise‘‘，　die　er　nicht　auf　der

Erde　flnden　konnte，　heiBt　die　Wahrhe：t．

　　工ndiesem　Aufsatz　wird　versucht，　das　Folgende　aufzuklaren，　daB　das　HUngern　die

innere　Notwendigkeit“es　HungerkUnstlers　zum　Leben　ist，　und　was　bedeutet　das，

daB　der　Hungerk加stler　das　Hungern　zu士Schaustellung　macht．　Dabei　wird　bemerkt，

daB　es　falsch　ist，　seine　eigene　Auseinandersetzung，　das　Hungern且ach　der　Wahrheit，

zu　ver6ffentlichen，　wenn　sle　selbst　a廿ch　richtig　ist．　Es　ist　doch　seine　Ehrlichkeit，

daB　er　seinem　Trieb　gem銭B　hungert，　um　sich　seines　Lebens　zu　vergewissern．　Wenn

er　sein　Ziel　erreichen　wi11，　muB　er　sich　recht　in． р奄?　Einsamkeit　zurUck：ziehen．　Gerade

sie　ist　eine　Form，　die　der　Forscher　der　Wahrheit，　der　KUnstler，　haben　muB．

In　der　Geschichte　ist　dle　Erkenntllis　des　D｝chters　zu　sehen，　daB　das　Dasein　des

Menschen　heute　in　einer　zu　schw三erigen　Situation　Iiegt，　um　menschlich　zu　leben．

　　Der　HungerkUnstler　muB．so　hungern，　wie　Kafka　schreibenエnuβ．　Sie　beide　tull

es　wegen　des　Selbsterhaltungstriebs．

　．カフカの場合，人間の生はきわめて過酷な状況におか

れている。人は安心して立てる究極の砦からさえ追いた

てられてよりどころもなくいわば浮遊している』もはや

自己の使命と職業とが一致する幸福な状態を見出すこ

とはできない。社会という波は，ひたひたと押寄せてき

てついには個入の領域にまで浸みとおり，すべてのもの

を相対化してしまう。そうしたなかにあって，断食芸入

のような人間は自分のおかれた状況を直視し，本当の基

盤を求めずにはいられない自分を意識しつずけつつ，そ

うした自らの独特な立場を積極的に背負いこむ。それは

けっして自己犠牲的な．精神の発動によるものではなく，

「自己保存の本能」からくるものである。

　これからみようとするフランツ・カフカの物語『断食

芸人』は，大ぎくわけて2つの部分から成っている。前

半部では，断食芸人は成功をおさめ，名声と栄光のなかに

あっ．て，不満をおぼえながらも内にいだ．く断食への欲求

と彼の生とは均衡がとれている。しかしながら彼の栄光

を支えていた流行の波がひいてよそに移ってしまうこと

によって，彼は変化を強いられた。これを転換点とした後

半部では，世間の人々にみすてられたことを認めた断食

芸入が，純粋に断食に生ぎるようになる。しかしながら

このとき，断食への欲求と彼の生への欲求とは分離され

て真の食べものを求めて，断食しつつ死へと転がりおち

る。なおこの物語では，カフカの物語手法の特徴として
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バイスナー以来しばしば指摘される「作者と主人公の

パースペクティブの一致」とうい現象は認められない。1）

断食芸人も観衆も語り手という一点で結ばれている。

　『断食芸人』を考察するにあたって，まず断食芸人が

死の直前にもらす告白から入っていこう。それは断食を

ぜずにはいられなかったものの血を吐くようにしてなさ

　　　　　　　　　　　　　　　　なま
れる告白ではあるが，カフカ自身の生の告白でもあると

いえよう。「わたしは断食をせずにはいられないからで

す。ほかにどうすることもでぎないのです。」「わたしは

口に合った食べものをみいだすことができなかったから

です。もしそれがみつかってたら，たぶんわたしはセン

セーションを起こしたりしないで，あんたやみんなと同

じように腹いっぱい食べたことでしょう。」（S．265）

　断食芸入を断食へと促したものは，断食せずにはいら

れなかった内的な衝動であり，欲求である。けっして外

部から強要されたものではない。彼の内を断食に対する

止みがたい欲求が支配し，彼を断食へとつぎ動かすので

ある。この断食は，つまり断食芸人にとっては内的必然

1性に支えられた，彼のとりうるただひとつの存在のあり

ようなのである。

　断食とは，文字どおり食を断つことである。したがっ

て断食という行為は，入間にとってはきわめて反本性的

・反自然的な行為であるばかりか，生きていくうえで必

要欠くことのできない食べものを拒否することであるだ

けに，人間の存立を根底から脅かすものである。食を断

てば，そのいきつく先は死である6断食は，それ自体死

への傾斜を含んでいる。

　内的要請において始められた断食は，しかしながら，

断食芸人が生存していくためには必要な条件であり，自

分自身に向けられた行為であった。とはいえ，断食は彼

にとって禁欲を意味するものではない。つまり欲して止

まぬものに対する裏返しの表現ではない。それどころか

逆に，彼にとってはアクティブな行為であり，それ自体

にすでに意味がある。「食べるということは，考えてみ

ただけでもう吐気をもよおさせる。」（S。259）しかも彼

の口に合う食べも．のはない。彼の断食の理由はここにあ

る。断食せずにいられないのは，この世の食べものがど

れも自分の口に合わないからであり，自分の口に合った

食べものがほしいからである。この世の食べものが口に

合わない以上，それらの食べものを口にしないことを，

つま． 關Hべものの拒否を意味する断食に入らざるをえな

い。このとき，断食は断食芸人にとって積極的な意味を

もってくる。断食は，つまりある．ものを目指した明確な

・行為に転化するのである。断食芸人は，断食によってい

ままでえられなかった「本当の食べもの」，吐気をおぼ

．えることのない，本当に安心して腹いっぱいたべられる

食べものを求める。．2）この本当の食べもの，未知なる糧

を求めて断食にはいり，この食べものを糧にして生ぎよ

うと欲する。そうした強い欲求が彼の支えであり，食を

断った人間を支える食べものに代る糧である。彼は，お

のれの全存在を，求めてやまぬあの本当の食べものにふ

り向けた。3）

　断食は，断食芸人の全存在を要求するように，排他的

な性質をもっている。断食芸入はほかにどうすることも

でぎずに，一途に断食へと駆りたてられて，他の一切の

ものを副次的なものに追いやってしまうからである。断

食は，彼にとって他のすべてのものを犠牲にしてまでも

賭けるだけの価値をもち，しかも彼を断食へと駆りた

てたものは，他のものと片手間にすることを許さない

し，他のものとの並存を許さない。それは，裏返してい

えば，彼が内にかかえたものは，それだけ彼の存在にか

かわる重要なものとしてあることを示している。それは

彼が存在し，生ぎていくためには必要にして不可欠なも

のであり，彼の存在がひとえにそこにかかっているもの

であるQこの糧を求めること，それが断食芸人が自らに

課した任務であった。

　こうして彼がおのれめ全存在をかけて求める本当の食

べものは，この地上において見’出しえなかったものであ

る。したがってそれは，当然めことながらたんなる「食

べもの」ではない。普通の食べものが世間の人たちの生

を支えているように，それは断食芸人の生を支えるはず

のものである。しかも，だれも彼に与えたりすることが

でぎない，自らかちとらなければならない種類のもので

ある。それは，断食が肉体的な生と桔抗するものである

ように，肉体的，物理的なものの対極にあるものであろ

う。．すなわち食べものにしていわゆる「食べもの」でな

いものである。断食芸人が死をかけてまで獲得せずには

いられないというところにこの本当の食べものの意味と

性質とが語られている。それは断食芸人が確固として立

てる「本当の基盤」（S．260）にほかならない。断食芸入

は，この「本当の食べもの」「本当の基盤」をえようと

して断食するのである。

　断食をやめるということは，断食芸人には耐えられな

いというだけでなく，あの吐気をもよおさぜる食べも

の，つまりにせものにみちた生活べたち帰ることを意味

している。それは断食とは比較にならないほどの苦痛で

あり，自己の存在の本質における死を意味する。彼の生

は，逆説的ながら，断食をするということのなかに見出

せるのである。にせものにみちたなかに生きるよりも，

死を賭しても，全存在を傾けて本当の食べものを捜すこ

との方をいさぎよしとする。この世の普通の食べものが

魅力的であることはないし，彼を誘惑することもない。4）

それは彼の嫌悪を引き起こすだけである。彼は具体的に

生活していくうえで必要な食べものを拒否するばかり
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か，それに係る生活や生存自体をも拒否せずにはいられ

ない。5）断食芸人は，生を維持するものを具体的な食べ

　ものにではなくて，未知の本当の食べものにみる。した

がって，もはや彼においてはたんなる「生としての生」

はその魅力を失ってしまった。彼は，断食の前提とし

て，この世の普通の食べものでは生ぎるうえで不十分で

あるという認識をもっている。

　未知の本当の食べものは，普通の食べもののように，

実際に自分の目でみ，手で触れ，においをたしかめられ，

味わうことのできるよ・うな把握可能なものではなく，そ

の糧を求めるのに断食芸入が断食という手段に頼るよう

に，むしろわれわれの把握を免れたところにある。この

糧は，したがってすでにみたように，一方では他のすべ

ての食べものを捨てさぜて断食へと促す肉体的な死と深

く結びついたものであると同時に，他方ではこれがあっ

てはじめて人間が生きていくことのできるものとしてあ

る。未知の糧は断食芸人にとっていわば両刃の剣となっ

て働く。それでも断食せずにはいられないところに彼の

　「誠実さ」がある。そしてこの誠実さは，彼のいだく欠

如の認識に基いている。：普通の食べものについに見出し

えなかった「あるもの」　（必要不可欠なもの）の欠如の

認識こそが，彼をつぎ動かしていることは明らかであ

る。

　断食が，うまいと思うものがないからというだけの理

由で行われたのなら，それだけでは断食は受動的・否定

的な性格のものでしかないことになるが，断食芸入にと

って内的必然であったことをみるとぎ，逆にひじょうに

積極的な意味をもっていたことにわれわれは気づく。断

食は，彼にとっては免れがたい生活様式であり，彼自

身の内から出て，彼自身に向けられた義務でもあった。

この未知の真の糧の探究は，私的な欲求であり，．行為

である。そしてこの探究は，本質において孤独な営みで

ある。それは他人の助力も関与も不可能な，本人しか

入れぬ領域である。カフカはヤノーホとの対話において

次のようにいっている。「すべての人間が生きるために

必要ではあるが，しかしだれからももらったり買いとっ

たりできないもの，それが真実です。人間のひとりびと

りが自分の内部から真実をたえず生み出さなければなり

．ません。さもなければ人間は死にます。真実のない生

は不可能です。真実とは，おそらく生そのものなので

す。」6）ここにいわれる真実こそ，まさに断食芸人にその

欠如を嘆かせ，断食へと駆りたてたものにほかならな

い。彼は，「本当の食べもの」，つまり真実の見出せない

生活を否定して断食に入った。

　断食という行為は，その出発点においても，またその

帰結においても個人的なものであり，どこまでも孤独な

試みである。断食は，断食芸人がおぼえる自分の存在の

不確かさに対する確固とした存在への憧れと欲求の表現

である。そこには未知の食べものによせる激しい食欲が

あって，この食欲は，ふつうの食べものでは満たされる

ことのなかったものがあること，しかも生を支えるうえ

で最も肝腎なものが欠けていることに気づいてこそ起こ

りうる食欲である。こうした食欲のうえに成立った断食

は，断食芸人がおぼえる断食への暗い，だが確固として

不可避な衝動と欲求に基いたものであって，動機はまっ

たく純粋なものである。

　だがこの強い欲求も，断食芸入が断食を芸として見ぜ

ものにすることによって断食自体の本来の意味と個有の

性質とが歪曲されることになる。それは断食がそもそも

断食馬入ひとりの問題であったのに，それを公衆の目に

さらすことから始まる。個人的な問題の探究という私的

な営みが公の下に出されたとき，その営みのなかに含ま

れていた真実（個有の性質）は均され，うすめられて，

その営みの主体からも観客からも個有の本質が奪いとら

れて風化する。断食芸人がたとえどれほど誠実に自己の

要請に従って断食を続けていったにしろ，それが見せも

のであるかぎり，断食自体の真の意味は実現されること

がない。

　断食芸人は断食を芸にしたてて見せものにした。断食

もまた芸であるとしたところに断食手入の芸人たるゆえ

んがある。芸はそもそも見せものという要素をもってい

て，観客があってこそ見せものは見せものとして成立

つ。芸としての断食はここにいたって断食を行うものに

とっての断食と，観衆にとっての断食という2つの側面

をもつことになる。断食芸人にとっては断食の意味に無

論変りはないから，彼はけっして観衆の目を盗んでこっ

そり食べたりすることなく誠実に断食するが，観衆にと

っては断食はあくまでも見せものであり，娯楽にすぎな

い。しかも観衆の断食芸人に対する関心は，あくまで

「流行」に基いたものであって，観衆は断食を通して断

食芸人と内的共感をもって結ばれているのではない。7）

彼らは日に日に高くなる宣伝の声に誘われてただ暇つぶ

しにみるだけのことである。彼らには断食が断食芸人に

とってどれほどの意味を持つものなのか分からないし，

分かろうとしない。したがって断食芸人と観衆とを結ぶ

共通の糸といったものは最初から存在しない。

　また断食はもともと観衆に誤解され，疑われるような

要素を内包していた。それは，断食はけっしてたしかな

目撃者，保証人をもちえないということにある。断食芸

人には監視入がつけられて誠実に断食が行われているか

を見張られる。（「奇妙なことにいつも肉屋である」（S．

256）一彼らは断食とは最も縁遠い存在だ。）事情に

通じた人たちは，断食芸人が断食期間中はどんなこと

があってもけっして食べものを口にしないことを知？
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ているし，断食芸人にしても「芸の名誉」にかけても

食べない。しかしながら観衆は，断食芸入が人目を盗ん

でこっそり食べものを口にしているのではないかという

疑いを完全に捨てることはでぎない。なぜなら昼夜を問

わず続けられる断食に対して一瞬たりとも目を離さずに

監視し続けることは不可能なことだから。「夜も尽も断

食芸人のそばでたえず監視人としてすごすご．とはだれも

でぎなかった。したがってだれも自分の目で本当に，不

断に，間違いなく断食が行われていたかどうかを確かめ

ることはでぎなかった。」（S．257）断食は，そもそも見

せものとして人の目にさらされながらも，あくまでたし

かな目撃者，保証人を立てることができない，外からみ

ればいかがわしいものでしかない。断食芸人が自分の芸

に一点の不正もないことを証明しようとしても，それは

観衆には自己弁護，自己正当化とうつるだけである。断

食芸が芸としてあるかぎり，その奥にある断食そのもの

が理解されるということはない。断食が間違いなく不断

．に続けられていることを知っているのはただひとりしか

いない。すなわち断食芸人だけである。彼だけはそれを

保証でぎる。断食芸人はそれ故，断食する者であるとと

もに彼自身のただひとりの見物人になる。「断食芸人し

かそれを（間違いなく断食がおこなわれたということ

を）知ることはでなかった。彼しかだから，同時に自分

の断食に完全に満足をおぼえた見物人になれない。」（践

257）断食にはこのように断食の完遂を保証できないい

かがわしさがつぎまとっている。またこの断食を行うも

のの存在のいかがわしさもついてまわる。だから，彼は

観衆から「宣伝がましい」奴だとか，「ペテン師」だと

か呼ばれることになる。そうした観衆の無理解や非難に

断食芸人は耐えるよりほかにどうすることも．でぎない。

自己の正当性を証明しようとすればするほど，観衆の疑

いと無理解は膨れあがって，彼の立場はますます悪化す

るだけである。「この無理解，．無理解な世間と戦うこと

は不可能だった。」（S．262）断食の期間中に・不当な疑

いから身を守ろうとして歌を歌って食べていないことを

みせようとすれば，人々は「歌を歌いながら食べる彼の

巧みさ」（S。256）にただただ驚嘆するだけである。彼

の断食芸はこうして観衆にとっては「歌いながら食べる

芸」としかうつらない。無理解な観衆と断食にごまかし

のないことを証明しようとする断食芸人との間の往復運

動のなかで，断食芸人が断食するにいたった決意の大き

さと重さ，そしてその衝撃性とは摩滅し，失われてい

く。断食への決意がどれほど重くとも，またいかに断食

が断食芸人の存在の根底にかかわるものであろうとも，

この断食そのものが真の意味において理解され，共感さ

れて成立するには，芸という形はあまりにいかがわし

い。しかしながら，逆に真の理解と共感とをえられたと

ぎ，この芸はあまりにも危険である。というのは，断食

芸人がかつての生活をすてたであろうように，観衆もま

た平穏な生活を破壊し，これまでの生を否定して断食に

走らずにはいられないだろうからである。

　観衆にとっては断食芸入はあくまで娯楽の対象であ

り，彼らは彼と彼の芸をその一点でのみとらえる。それ

故，断食芸人は断食を芸とすることによって自ら断食の

個有の現実を歪めてしまうのである。彼の断食そのもの

は真実であった。だがそれを芸に仕立てて見せものにし，

職業にしたことは誤りであり，．偽りであった。断食！よ芸

となったとぎ，断食芸人がいだいた本当の食べものへの

激しい欲求，真実の探究も，彼自身の手から奪いとられて

白日の下にさらされ，打ちすえられてしまう。真剣で重

大な私的な問題も，世間の人々は娯楽のたねにして楽し

む。断食芸人は，未知の本当の食べものをえようとする

なら，完全な孤独のなかに沈潜しなければならない。そ

れが彼にはでぎない。彼は断食を職業化することで，本

来は副次的でしかないはずのものにとらわれてしまう。

　やはり最後の告白のところで断食芸入は言う。「あな

たたちがわたしの断食に感嘆することを，わたしはたえ

ず望んでいました。」（S．267）この欲求が彼の断食芸を

芸として支えるものであったσ

　断食を芸としてさしだすとぎ，断食芸入は芸が人に賛

嘆され，能力として認められることを要求する。そこに

断食芸人にとっての落し穴があったわけだが，それに気

ずくことなく，ただただそうした感嘆をえたいがばかり

に断食を続けることにもなる。内的必然から出たはずの

断食は習性となるとともに，断食してえられる感嘆が断

食芸人にとって生きる目的に転化する。その結果，断食

芸人もまた断食の本当の意味から締めだされることにな

ってしまった。

　断食芸入の「感嘆されたい」という欲求は，断食を社

会のなかで演じられるひとつの役割にかえてしまう。な

ぜなら職業は社会で演じられるひとつの役割なのだか

ら。8）この欲求は，断食：芸園にとっては芸への感嘆とと

もに自己の存在への感嘆と肯定，さらには自己の存在の

社会的承認を求めることであるQしたがって，彼は自己

の人間としての存在を実現しようとする一方で，なおか

つ社会的にも承認されようとする。断食芸は彼にとって

はこの両方を一度にかなえることのでぎるものとして了

解されているのだろう。彼は，したがって，まだ社会的

な枠から抜けぎれてはいない。彼は人に認められなくて

は自分自身を確認することのでぎない不安にとらえられ

ているのである。その不安を振り切って無限の断食への

欲求に従うことがでぎずに，見せものとなっているかぎ．

り，彼はあくまで演抜者であり，芸人である。芸人であ

るかぎり，純粋に「断食するもの」，すなわち「未知の
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本当の食べもの」の探究者にはなりえない。いかなる報

酬も要求してはならないし，要求しえない，それが孤独

　というもののもつ必然というものであるからには，彼

は自分の行為に「感嘆」などといった報いを要求しては

ならなかった。

　断食芸人は人に感嘆されることによって生きる力を引

出そうとする。いいかえれば，彼の生はそのかぎりで

は，あの真の食べものによってではなく，感嘆されたい

という虚栄心によって支えられていることになる。彼が

熱狂的なまでに断食に身を任すことがでぎたのも，この

欲求があったからこそである。この意味では，人に感嘆

されたいという欲求は彼にとって肯定的な意味をもって

いるが，逆にそうした欲求を引きおこされるという点に

おいて否定的な意味をもつものといえよう。つまり断食

は本来どうすることもでぎない内的義務であったのに，

それを自分だけにとどめておくことができずに，人の感

嘆を求めて自己の存在の転ずけをはかろうとするからで

ある。これは断食芸人の弱さを示すものでしかない。彼

は本当の食べものを求める探究にひとりでは耐えられな

い。そのために外部にはげまし，支えとなる力を求めず

にはいられなかった。自分の生を確かめ，実現するのに

他人の援助を求めようとする。彼の芸は，つまるところ

彼の「弱さ」のうえに成立っている。9）それは堕落であ

る。

　ところでカフカは自分の作品とそれを公開することに

ついて次のように言っているが，これはカフカの自作に

対する根本的な態度と．みることができる。同時にこれは，

断食芸人の断食とそれを人に見せることの関係にもあて

はまろう。1ω「『それです。マックス・プロFト，フェリッ

クス・ヴェルチュ，そうした友人たちがみんなわたしの

書いたものをいつも取り上げては，それから出版契約済

証をもってきてわたしをおどろかすのです。そうやって

もともとはまったく寒入的なスケッチだったり，書ぎち

らしたにすぎなかったものが出版されるのです。わたし

の人間としての弱さを示す個人的な証拠書類が印刷さ

れ，売られるのです。それも，マックス・プ肩馬トを先頭に

して，わたしの友人たちがそれを文学に仕立て上げるこ

とをふと思いつき，わたしがこれらの孤独の証明書類を

破棄するだけの力をもちあわせていないからなのです。』

しばらく間をおいて彼は声をかえ．て話をつづけた。『わ

たしがここでいったことは，もちろんたんに誇張にすぎ

ず，わたしの友人たちにたいするちょっとした悪意でし

かありません。実際にはわたしはもう，わたし自身がこ

れらのものを出版するのに荷担するほど堕落しています

し，また恥知らずでもあるのです。わたしの弱さのせい

だということを口実にして，わたしはわたしの周囲の世

界を実際以上に強いものにしているのです。これは当然

欺購です。』」1D

　観衆から与えられる賛嘆は，断食芸人にとってはひと

つの誘惑である。断食芸人はこの観衆の感嘆にさそわれ

て，断食を40日目中断させられるという断食に加えられ

る暴力にも屈する。この感嘆は，彼の名誉心をいたく刺

激するものであるがために，彼は自分の本来の目的に

向かって努力することをはぐらかされて，いつまでも観

衆にしばられている。12）名声に執着したとき，彼は断食

のもつ本来の意味を忘れる。彼は名声に支えられて断食

に励み，断食に励むことによって名声と観衆の感嘆とを

期待する。なるほど名声は断食芸人の関心事にはちがい

ないが，それはけっして彼の本来の目的ではない。この

名声は，彼を断食へと追いやった「未知の本当の食べも

の」「本当の基盤」ではない，またその代償となりうる

ものでもない。名声と栄光に包まれていても，彼から不

満が除かれることがけっしてないのをみても，．それは理

解できよう。断食期間も終り，栄光の頂点でもあるはず

のあの鑑を出る瞬間ですら，彼は「自分からすすんで櫨

を出たことは一度もない。」むしろ橿から出されること

に抵抗すら示さずにはいられない。

　ところで断食思入が浴する名声と栄光とは，断食が芸

として成功するのに必要だったものと同じあの「流行」

と観衆の物見高さ，享楽欲の強さとによるものである。

これはしたがって永続的なものではない。移り気な観衆

の関心が他に移り，流行が断食芸人から去ったとぎ，彼の

名声もまた消えるはかないものでしかない。しかしなが

らこのみせかけの栄光も，断食芸人によせる世間の片々

の感嘆も，彼の芸が内包する危険から救い出してはくれ

る。虚栄心にとらわれて観衆に依存すればするほど，ま

すますどこまでも断食をやりぬく可能性は奪われる。際

限なく続けられる断食は死につながるから，見せものと

して断食期間を限定されるかぎり，断食芸入は死の危険

から解放されるわけである。観衆の咽采は，断食を芸と

して成立さぜ，持続させていくためには必要ではあった

が，「断食芸入にとっては必要なはげましではないみそ

れは誘惑だ。」13）断食芸人は，彼を占有し，断食へとっ

き動かしたあの欲求，すなわち真実の探究を名声と栄光

という虚構のうえにたてるという誤りを犯す。この虚構

が虚構でしがなかったことが分かったとき，彼は断食そ

のものと向ぎ合わざるをえなくなる。このときはじめ

て，断食は実体を伴うのである。

　断食期間を40日置限定されることで断食芸人の不満は

輪をかけて大きくなり，ついにあの問となって爆発す

る。「なぜ40日だったいま，やめなければならないの

だ。まだ長いこと，限りなく長いこと断食にたえられた

だろうに。なぜ断食のまつ最中のいま（いな，まだ断食

のまつ最中でさ．えなかった）やめるんだ。かってないも
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つとも偉大な断食芸人になる（恐らく彼ぼもうそうなっ

ていた）ばかりかナどこまでな為か見当もつかないが，

どこまでも自分自身の記録を書ぎかえる名誉を奪おう．と

するのだ。なぜなら断食能力に限界なぞおぼえないのだ

から。わたしにたいそう感嘆していると称しているこれ

らの入・々は，どうしてそんなにわた．しに我慢できないの

か。わたしは断食をつづけるのにたえているのに・なぜ

彼らはたえられないのだ。」（S．259）

　まだ彼は思う存分断食したとは思っていない。．軽重と

いう期間では不足である。それでも彼の意志におかまい

なく断食を中断させられる。そこから生じる不満は，名

声によっても埋め合わすことがでぎない。この下墨を理

解でぎない観衆は，「彼の悲しみはたぶん断食のせいだ」

（S．261）というぐらいしかでぎない。この世間ρみ々

の無知が彼を絶望に突落し，「けもののように」橿の格

子をゆすらずにはいられないほどの怒りへと駆りたて

る。この激しさは，断食芸人が，この観衆の言葉に，断

食を中断させられるよりももっと強い，断食そのものに

対する暴行をみていることによる。それは彼の存在の根

底に加えられる暴行であるがゆえに耐えがたい。

　断食が見せものとして成立つためには，観衆のほかに

興行主を必要とした。興行主は断食芸人の断食を芸に仕

立てあげて観衆に提供する。したがって，彼は断食芸人

と観衆（世間の人々）との間をとりもつ仲介役をはたす

わけだが，それも断食芸を自分の目的に利用するためで

しかなく，当然のことながら彼の目的は商業上の成功を

えることにある。彼は，観衆と同じように，商売上の友

である断食芸人と断食によせる共感によって結ばれてい

るのではない。彼にとって問題なのは「利益」だけであ

る。14）だから，容赦な．く断食芸人に暴行を加える尋と

がでぎる。．断食期間を40日と定めるのは，彼の商売上

の経験からでたものでしかない。「40日だったら，たと

えば，経験上次第に高まる宣伝によって町の関心をます

ますあおぎたてることができたが，それから以後はしか

し，観衆を引ぎつけておくことはでぎなかった。評判は

本質的に減退していくのが確かめられた。」．（S．258）

断食芸人のことを思ってのことでもなければ，断食に対

する彼の理解からでたものでもなく，ただ観衆の関心と

受容能力とに合わせただけのことでしかない♂5）断．

食芸人が断食を中断されることによっておぼえる不灘

を，彼もまた理解することがでぎない。したがって似島

芸人の悲しみの原因もまた分からないまま，原因と結果

とを倒錯ナるという誤りも犯すのである。

　断食の中断は，けっして断食芸人の意にそうものでは

なかった。したがって，断食の後に待ちうけるお祭は，

断食芸人にとっては勝利と栄光にみちた輝かしい瞬間と．

なるはずなのだが，そうではない。逆に，彼の内．は悲し

みと不満とにみたされている。祭は興行主に．とっては興

行の成功の頂点であり，観衆にとっては興奮とセンセー

ションの頂点であっても，断食芸人にとっては最も大ぎ

な苦痛の瞬間となる。16）外面的な華やかさと名誉心をく

すぐる賛嘆とは裏腹に，内的＝苦悩は鋭く彼を突刺す。こ

の祭において，断食芸人と観衆（興行主を含めて）との

懸隔は越えがたいものとして鋭くえぐり出されて頂点に

達する。

　ここで少し断食芸入が断食をする場所，すなわち橿に

ついてみてみよう。この小さな空間も奪た断食および断

食芸人にとって重要な意味をもっている。これはなるほ

ど小さな空間ではあるが，断食芸木には生活していくう

えで十分な空間である。彼はこの樵の歯並さに不満をも

らしたことはないし，そこを去ることも考えつかずにい

る。

　この橿は人間がもちあるいている制約や拘束を意味す

る濫である。17）だれもがそれに気ずかない，あるいは認

めまいとする椎である。断食芸人は濫のなかに引込むと

き，人間の存在に枷としてはめられた橿を明確化し，そ

れを自ら積極的に背負いこむ。彼にとってこうした橿

は，人間としての生活の実現が困難な状態におかれてい

ることを認識したとぎ，すなわちあの断食をせずにはい

られない欲求におそわれたとき，すでにみていたはずの

ものである。自分がもちはこんでいる目にみえない艦を

直視し，それを現実の濫という形にしたてた。そしてそ

れを自分にはめこむとともに，世間の人々の眼前に据え

たのである。濫のなかの断食芸人一それは入間のおか

れた状況をあらわす象徴的な表現である。

　あえて断食芸人が橿のなかに入るのも，真実から締出

されている自分を認めたうえで，それをテコにして自己

の実現を計ろうと企てるからである。真実から締出され

ていることを知らないもの，あるいは認めないものには

真実を求めて探検に出る決意も生れることはない。橿の

みえないものや濫を認めぬものには断食芸入のもつ欠如

の認識も不在の認識も生れない。したがって，そこから

生じる未知の本当の食べものにおぼえる激しめ食欲とも

無縁である。橿は，断食漉入が自己のありように鋭い反

省を加えたとぎ，はじめて引受けることができFたもので

あり，断食が濫のなかで行われるように，入間としての

生を実現するための究極の砦である。断食芸人がこの艦

から自発的に出ることがでぎないのも，ζの濫曙）なかに

とどまることによってのみ未知の糧を求めて断食に身を

任すことができるからである。橿は断食芸人を閉じこめ

はするが，断食に没頭することを可能にした。橿のなか

にあっては，彼は吐気をもよおさせる食べものから解放

されるし，それに係る生活をも免れて自分の内なる欲求

に従い，自分の意志を実現することが可能になる。
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　だが断食が見せものとして提供されたとき，こうした

「櫨のなかの断食二三」の与える衝撃性も取除かれてし

まう。断食は娯楽として消費されることになるからであ

る。見せものであるかぎり，入々は何の衝撃も受けるこ

となく，安心してみていることができる。興行主が加え

る断食期間の制限も，断食が見せものとして成立つため

には必要な条件だった。断食が40日を越えたとき，観衆

の関心は衰退していくが，この現象にはたんなる表面上

のことのほかに，「断食」とからんだ別の本質的な理由

が含まれているように慰われる。つまり断食がいつはて

るともなく続けられたとき，人々は次第に断食芸人のい

まだ自覚されていない力を本能的に嗅ぎつけて，そこか

ら遠ざかろうとするのである。断食は見せものを離れて

次第にその本質にあるものをにじみ出してくるからであ

る。断食がどこまでも続けられれば，それは見せものと

してよりも，断食芸入だけの断食という性格を強め，つ

いには観衆の車を離れてしまう。そうした深刻かつ真剣

なものとなることは観衆も興行主も望まない。断食芸人

がどこまでも断食しつづけることに彼らは耐えられな

い。だから彼らは断食に様浸な制約を加える。断食は彼

らにとってあくまでも娯楽でなければならない。

　また他方断食芸人は橿のなかへ「逃避」したともいえ

よう。そうすることによって社会的な関係を断切って世

間の様々な制約（掟や秩序といったもの）を免れ，ひた

すら自分自身と向ぎ合おうとする。橿は社会のなかに組

入れられて機能として働いていた自分を救い出し，息苦

しさ（吐気）をおぼえた断食芸人を孤独のなかへ導く。

そうした場としても働いている。濫はいわば積極的な逃

避の場である。彼は権に入ってはじめて自己を実現する

機会をえることができる。橿は社会との関係を遮断し，

それと気ずかずに屈していく四囲の暴力から断食芸人を

守るとともに，彼に孤独を強い，自分自身と向ぎ合わせ

る場である。したがって，橿は逃避の場であり，同時に

自分を救える場，自己実現の場である。この橿がなくて

は彼の断食も困難になる。このことは，世界にあっては

もっぱら未知の糧の探究に身を委ねることが不可能にな

ってしまったことを意味している。それが入間のおかれ

た過酷な状況である。濫は救いの場としてある，だがそ

れはいかにも「小さな空間」である。

　こうした意味も，しかしながら，断食が見せものにさ

れたとぎ，やはりけしとんでしまう。社会はその強力な

咀二二をもってこうした断食をも自分のなかに組入れ，

ひとつの役割に化してしまった。こうなったのも，もと

はといえば，断食芸人が断食を芸として見せものにした

ことにあるのだから，その責任は彼自身の側にある。こ

の誤りのために，断食芸人は見せものとなっているかぎ

り，永久に未知の糧から締出されてしまい，彼の孤独も

またけっして孤独となりえないで，みせかけの孤独にと

どまる。

　もし断食芸入が断食を芸に仕立てることを，断食への

衝動と生への欲求という相反する欲求を統合する折衷的

な方策として考え出したのなら，これは大いなるまやか

しである。こうした小手先の方策に基いた断食からは，

不満と絶望しか生れない。それは永続的な価値をもちえ

ないのだから。彼は断食する自由をすら，中断させられ

ることによって奪われるのだから，彼の断食の自由もま

たあの名声と同じように，みせかけの自由でしかない。

断食の自由は，その性質上，世界と戦うごとによってか

ちとられるべぎものである。その戦を放棄して世界との

折合いをとるのなら，そこからは断食の自由も生れな

い，したがって生きる自由も生れない。

　観衆は表面のみをみ，そこからセンセーショナルなも

のや楽しみとなるものをひき出してはそれに引かれる。

これは，彼らが内的法則と結果とをもたないからであ

る。彼らの興味や関心が流行から流行へと流れるよう

に，彼らの生も．流れ去り，消費される。こうした中心の

欠けた人たちには，断食芸人の食欲は無縁である。それ

だけに彼らは幸福だが，またその幸福ゆえに不幸ともい

える。

　だがそうした彼らも，断食芸人のもつ重みを目にして

いないわけではない。「体は衰弱しきっていた。両足は

自己保存の本能からしっかりと膝のところで合わさって

いたが，地面をひっかいていた。まるでそれは本当の地

面ではないかのように。本当の地面を両足はまず求めて

いた。そこで，肉体の全重量が（といってもたいそうわ

ずかな重みだが）婦人のひとりにかかっていた。はげし

い息づかいをしながら一彼女はこの名誉の大役がこの

ようなものだとは思いもよらなかった一最初は首をで

ぎるだけのばして，少なくとも顔だけは断食芸人に触れ

ないようにしたが，しかしやがてこれもかなわなかっ

た。そして幸運な仲間の婦人は，彼女を助けにもこない

で，ただふるえながら，断食芸人の手を，この小さな骨

の束を両手にかかえてもっていくだけだった。」（S，260）

とるに足らない体重しかない断食芸人をいざ運ぶ段にな

ると，それはみかけとは逆に，支えきれないほどの重み

をもっていた。この断食芸人の重みは，「本当の地面」，

安心してそのうえにたって生活でぎる真実を求める人間

の生のもつ重みにほかならない。

　「ある日，気がついてみると，甘やかされた断食芸人

は享楽欲の強い大衆によってみすてられていた。彼らは

むしろほかの見せものに殺到した。」（S．262）観衆は移

り気だから，彼らの目をひく新しい見せものが出現し

たとぎ，以前の見せものには見むぎもしなくなる。そ

れが流行というものである。これは早晩，断食芸人にふ
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りかかる運命であった。観衆に見すてられた断食出入

は，興行主と別れてある大きなサーカスに移る。断食芸

人をおそったこの状況の変化は，彼自身の内的状況の変

化だとか，精神的発展や成長とかによるものではなく，

もっぱら外側から強要されたものであった。自発的なも

のでも，彼自身の積極的な態度決定の結果でもない。

　この事態の変化によっても断食芸人の芸そのものには

何の変化もない。ただ「幾千とも知れない人々の歓声に

とり．かこまれていた人物」も，いまは本当の見物人をも

たなかった。観衆あっての見せものだから，観衆がいな

くなったとぎ，もはや断食芸は見せものとしての基盤を

失う。それにもかかわらず，彼は熱狂的に断食をつづけ

る。ほかの職業に就くにはあまりに年をとりすぎていた

こともあるが，それ以上に断食芸人の側の問題がある。

サーカスに移っても断食は見せものであり，職業であ

る。彼の断食にはまだ本質的には何の変化もみられな

い。

　「彼（断食芸人）の意志をとお’させてくれるなら，（そ

してひとは彼にただちにこれを約束した）今度こそほん

とうに世間をあっといわせてみせる」（S263）と断食芸

人は主張する。新しい事態は，断食芸人にとって自己の

存在を問い質す契機とはなりえていない。断食芸人がし

ばしば忘れる「時代の風潮」というものを考えてみれ

ば，微笑をさそうだけの主張であるにもかかわらず，彼

は人に注視されたい，人をあっといわせたいという欲求

をすててはいない。この欲求はすでに彼の生きる目的に

なってしまっている。（S．264）彼はけっして大衆の目か

ら身を隠したわけではなかった。18）

　サーカスでの断食芸人には，もはや昔日の栄光はかげ

もかたちもない。観客の関心は動物にあって，「彼は，

正確にいって，動物小屋へいく途中の障害物でしがなか

った。」（S．265）彼は観衆にとっては目の片隅をかすめ

るものでしかない。そのうえ障害物といっても「もちろ

ん小さな障害物，ますます小さくなっていく障害物であ

る。」（S・265）彼はますます人々の視野からこぼれて，障

害物としても意識さ．れなくなり，ついには藁の下に沈ん

でみえなくなってしまう。

　いっかは断食芸人も世間の口々の視野から自分の存在

が消えたことを認めずにはいられなくなる。そのときは

じめて，断食芸人は終りのない断食への愚なる欲求に従

って，彼の使命を実現することができるようになる。19）

（S．266）断食は本来の意味をとり戻すのである。そして

断食芸人は，はじめて本当の自由を獲得する。見せもの

であったとぎ・，いかに喝采を送られ，栄光に漏そうと

も，けっして実現されることのなかったこ．とである。人

々に忘れられ，入目のつかない片隅に身をおぎ，まった

くの孤独になって，匿名のもののなかに降りたったと

ぎ，自分の内の声に誠実に耳を傾け，自己の使命に忠実

に従うことがでぎた。過去は消えて，職業と使命（天

職）とは分離された。ここに至るまでの事情がたとえ外

部か．らの強制によるものであったにしろ，流行の外にお

かれたということは，断食芸入にとって決定的な転換点

であったことにちがいはない。（またこの点がこの物語

の構成上からも転換点になっている。）

　断食芸人は，世間から忘れられたことで，わずかに世

聞との間をぎり結んでいた名声も職業も消えて，完全に

世間から落ちこぼれる。20）このとぎ，断食をとめるもの

も，世間と断食芸人との間をとりもつ興行主のような人

もいない。したがって，断食の内包する死の危険から救

い出してくれるものはいなくなった。その代りに，断食

芸人はいままでいつもいだいていた不満と絶望とから解

放されて，断食の本質をみすえることができるようにな

った。それ故，彼は死の直前にあっても「たとえ誇りた

かくなくとも，確固とした確信」（S．267）をもって断食

をつづけようとすることができるのである。本当の食べ

ものは死を代償としてえられるのかもしれないし，また

死の彼岸にあるのかもしれないが，その本当の食べもの

を求めて努力するとき，人間が本当の意味で人間として

生ぎることが可能になる。「彼の孤独は，彼の悲しい運

命ではなく，自己を実現するためには必要不可欠な前提

である。」21）

　いよいよ念願の最も偉大な断食芸人になれるというと

き，皮肉なことにもはやそれは何の意味も価値ももたな

くなってしまった。断食そのものからは，いかなる付随

的な価値も利益も引出せなくなる。そのとぎが，断食そ

のものが彼の生ぎる目的と化す瞬間になる。彼はそのと

き，断食せずにはいられなかった欲求が自分にとってど

のような意味をもつものであったか，という問と向き合

わざるをえなかっただろうb断食ははじめて根底におい

て理解される機会をえることがでぎた。こうして断食は

未知の糧を求めるものとして，断食がもともともつあの

求心的（求道的）・探究的性格をかちえて，．根源へと向か

う「祈の形式」となった。

　生ぎるということは私的な活動であり，自らが戦いと

るべき性質のものである。ここは他のいかなる人も立ち

入ることのできない領域であり，その戦はその人だけ

と定められた戦である。真実に立った生活を実現しよ

うとするとぎ，きわめて困難な状況におかれていること

にはじめてわれわれは気ずくのである。あのサーカスに

おいてみられるように，すべてのものが相対化され，そ

の個有の性質と価値と意味とを剥奪され」（いる。22）動物

であれ，人間であれ，ましてや装置にいたってはなおの

こと，すべてのものが交換可能なもの，補充可能なもの

としてある。これはまた，・観衆の陥っている状況でもあ
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る。断食芸人はそこからの脱却を志し，断食に身を委ね

た。

　断食が芸に仕立てられて職業となったとき，これもま

た社会において交換可能なひとつの機能に堕し，断食芸

人自身も機能的存在と化してしまった。（S．263）ここ

から脱して自分を救おうとすれば，孤独と沈黙の支配す

る匿名のものの世界へ入るよりほかない。そのとき世界

と戦い，真実を自分のうちから生み出すことが可能とな

る。この自由を世間の人たちは恐泊る。

　この物語は，断食芸人の死で終ってはいない。断食芸

人が藁と一緒に虫ケラのように同ずけられた後の濫に

は，若い豹が入れられた。この猛獣は断食芸人と対照を

なすものである』23）「豹には何ひとつ欠けているものは

なかった。豹の口に合う食べものを，監視人が長いこと

思いわずらうこともなく運んでぎた。自由さえも豹には

欠けていないらしかった。必要なものはすべてをはちぎ

れんぱかりに身につけたこの高貴な肉体は，自由を身に

つけてもち歩いているようであった。歯のどこかに自由

があるらしかった。生のよろこびがかっとひらいた口か

らはげしい熱をともなってあふれ出す。この熱に対抗す

ることは，見物人たちにとって容易なことではなかっ

た。しかし彼らはそれにたえ，濫をとり囲んでそこから

立ち去ろうとはしなかった。」（S．268）

　豹は濫のなかにいることを少しも苦にしていないばか

りか，生のよろこびにみちている。この動物はいかなる

制約も意に介さない。自由の欠如すら気にならない。い

な，自由の欠如ということを知らない存在である。それ

は，いいかえれば，いたるところにありながらけっして

認められることのない，ある不可能性を示すしるしであ

る。豹の生は，反省を知らない生といえる。24）この猛

獣も，断食芸人と同じように，濫をもちあるいてはいる

が，断食芸人にとってもちえたような意味をこの豹の濫

はもちえない。

　豹はサーカスという社会において役割を演じることを

強いられた存在である。言われるままに動き，サーカス

という組織の一部として断食芸入の後に補充されたもの

でしかない。そうした自分にこの動物はいかなる反省も

疑問も加えることがない。だから欠如の感覚も認識もな

．く，「必要なものはすべてもちあわせている」ように思

える。欠如そのものからさえも締出されている，だから

1自由すらこと欠いていないように思える。豹の食べもの

は，すでにあるもののなかから選び出され，ひとから与

えられるものであって自ら獲得したものではない。この

動物はなるほど旺盛な生命力をもっている。だがそれ

は，たんなる「生としての生」でしかない。

　見物入たちは，橿の存在すら無視してただ既存のあて

がわれた食べもので満足しうるだけのこの動物のもつふ

てぶてしさと，旺盛な生命力に圧倒され，あこがれる。

だれもが自分のあてがわれた役割を演じ，その役割の範

囲内で活動することでたれりとする。これは自分の生を

この地上につなぎとめておくことのできる方策でもあ

る。動物と断食芸人とが2つながら並べ置かれたとき，

観衆にとって選択は容易になった。彼らは動物をとるこ

とによって生ぎる方を選ぶ。断食芸人の死後も，なお生

活はつづいている。

　観衆は断食芸人には耐えられなかった。彼らは断食の

もつ破壊性をおそれ，自由をおそれる。平穏で安逸な生

活を，また自明なものとされていたものを根底から問い

質し，疑問の渦のなかに投げこみ，そこから締出されて

いるあの真実をえようと努力することをおそれる。そう

した過酷さを自ら背負いこむことに耐えられないし，ま

た好まない。それよりはむしろ現在の生活を選びとる。

観衆は豹に幻想をみ，その幻想に自らを仮託するのであ

る。

　この最後の場面は，断食芸人の孤独のなかの死ののち

にも，やはり生活はつづいていることを示している。暗

く長いトンネルが突然ぎれて光がどっととびこんできた

ような印象を与える。だがまたこれは，よろこびという

よりはむしろ恐怖の絶頂である。

　カフ・カは最後にいたって断食芸人の死後に若い豹をお

いたが，これはけっして断食芸人の生を相対化したり，

否定したりするものとして意図されたことではない。む

しろ断食芸人によせるあまりに肯定的すぎる判断や評価

に制限を加えるものとして作用しているととる方が妥当

であろう。25）

　断食芸入の生は，真実にたった生活をせずにはいられ

なかったものが生きる生である。それにはいかなる是非

の判断も下しえない。たとえ下しえたところで，断食芸

人にとってはそれは何の意味ももたない。彼はやはり内

なる要請に従って断食せずにはいられなかっただろう。

そうせずにはいられないのが彼の生である。人間として

の生を実現しようと努力する誠実さこそが，断食引入を

支えるものであり，彼の真実なのである。この物語は，

観衆（世間の群々）の生に対する批判でも告発でも否定

でもない。断食芸人だってみんなと同じ世界に住みたい

と思う。だがどうしてもそれができない。ふつうの生活

にあこがれながらも，それもかなわず，自己の使命に従

って生ぎずにはいられない。断食は避けられない。それ

が彼のありようなのである。こうした断食芸人の生もあ

れば，観衆の生きる生もある。カフカはそれを並列し

た。

　断食芸人は，カフカが書かずにはいられなかったよう

に，断食：せずにはいられなかった。それは，いわば「自

己保存の本能」に基ずくものであった。断食芸人は，死
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の危険を内包する．断食をどこまでも続けることによっ

て，なるほど自ら死を招来する結果となったが，豹や見

物人たちが締出されてい．る自分ひとりの「独自な死」を

死ぬことがでぎた． B死の直前の彼の確信にみちた表情に

自らの死を死ぬことができることに対する満ちたりた思

いをみることはできないだろうか。
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名古屋工業大学学報　第26巻（1974）63カフカの『断食芸人』について日野安昭外　国　語　教　室（1974年9月11日受理）Uber　Franz　Kafk裂s，，EirL　Hungerk伽stler“Yasuaki　HINosθ〃2伽αγ46γノγθ〃2詑ηsργαo乃θπ　（Received　September　11，1974）　　工nder　G6schichte，，Ein　HungerkUhstler‘‘redet　Kafka　durch　das　Gleichnis　desHungerns　von　der　Wahrheit　und　dem　Schicksal　des　KUnstlers．　Der　HungerkUnstlerhungert　seinem　inneren　Trieb　gemaB，　weil　er　hungern　muβ，”weil　ich　nicht　dleSpeise　finden　konnte，　die　mir　schmeckt．‘‘In　seinem　Gestandnis　angesichts　deS　TodesIiegt　das　Geheimnis　der　Geschichte．　Er　hungert　nach　einer　unbekannten，　wirklichenSpeise，　an　der　er　slch　volle呂sen　kann．，，Die　wirkliche　Speise‘‘，　die　er　nicht　auf　derErde　flnden　konnte，　heiBt　die　Wahrhe：t．　　工ndiesem　Aufsatz　wird　versucht，　das　Folgende　aufzuklaren，　daB　das　HUngern　dieinnere　Notwendigkeit“es　HungerkUnstlers　zum　Leben　ist，　und　was　bedeutet　das，daB　der　Hungerk加stler　das　Hungern　zu士Schaustellung　macht．　Dabei　wird　bemerkt，daB　es　falsch　ist，　seine　eigene　Auseinandersetzung，　das　Hungern且ach　der　Wahrheit，zu　ver6ffentlichen，　wenn　sle　selbst　a廿ch　richtig　ist．　Es　ist　doch　seine　Ehrlichkeit，daB　er　seinem　Trieb　gem銭B　hungert，　um　sich　seines　Lebens　zu　vergewissern．　Wenner　sein　Ziel　erreichen　wi11，　muB　er　sich　recht　in．р奄?　Einsamkeit　zurUck：ziehen．　Geradesie　ist　eine　Form，　die　der　Forscher　der　Wahrheit，　der　KUnstler，　haben　muB．In　der　Geschichte　ist　dle　Erkenntllis　des　D｝chters　zu　sehen，　daB　das　Dasein　desMenschen　heute　in　einer　zu　schw三erigen　Situation　Iiegt，　um　menschlich　zu　leben．　　Der　HungerkUnstler　muB．so　hungern，　wie　Kafka　schreibenエnuβ．　Sie　beide　tulles　wegen　des　Selbsterhaltungstriebs．　．カフカの場合，人間の生はきわめて過酷な状況におかれている。人は安心して立てる究極の砦からさえ追いたてられてよりどころもなくいわば浮遊している』もはや自己の使命と職業とが一致する幸福な状態を見出すことはできない。社会という波は，ひたひたと押寄せてきてついには個入の領域にまで浸みとおり，すべてのものを相対化してしまう。そうしたなかにあって，断食芸入のような人間は自分のおかれた状況を直視し，本当の基盤を求めずにはいられない自分を意識しつずけつつ，そうした自らの独特な立場を積極的に背負いこむ。それはけっして自己犠牲的な．精神の発動によるものではなく，「自己保存の本能」からくるものである。　これからみようとするフランツ・カフカの物語『断食芸人』は，大ぎくわけて2つの部分から成っている。前半部では，断食芸人は成功をおさめ，名声と栄光のなかにあっ．て，不満をおぼえながらも内にいだ．く断食への欲求と彼の生とは均衡がとれている。しかしながら彼の栄光を支えていた流行の波がひいてよそに移ってしまうことによって，彼は変化を強いられた。これを転換点とした後半部では，世間の人々にみすてられたことを認めた断食芸入が，純粋に断食に生ぎるようになる。しかしながらこのとき，断食への欲求と彼の生への欲求とは分離されて真の食べものを求めて，断食しつつ死へと転がりおちる。なおこの物語では，カフカの物語手法の特徴として64Bulletin　of　Nagoya　Institute　of．　Technology　Vol．26（1974）バイスナー以来しばしば指摘される「作者と主人公のパースペクティブの一致」とうい現象は認められない。1）断食芸人も観衆も語り手という一点で結ばれている。　『断食芸人』を考察するにあたって，まず断食芸人が死の直前にもらす告白から入っていこう。それは断食をぜずにはいられなかったものの血を吐くようにしてなさ　　　　　　　　　　　　　　　　なまれる告白ではあるが，カフカ自身の生の告白でもあるといえよう。「わたしは断食をせずにはいられないからです。ほかにどうすることもでぎないのです。」「わたしは口に合った食べものをみいだすことができなかったからです。もしそれがみつかってたら，たぶんわたしはセンセーションを起こしたりしないで，あんたやみんなと同じように腹いっぱい食べたことでしょう。」（S．265）　断食芸入を断食へと促したものは，断食せずにはいられなかった内的な衝動であり，欲求である。けっして外部から強要されたものではない。彼の内を断食に対する止みがたい欲求が支配し，彼を断食へとつぎ動かすのである。この断食は，つまり断食芸人にとっては内的必然1性に支えられた，彼のとりうるただひとつの存在のありようなのである。　断食とは，文字どおり食を断つことである。したがって断食という行為は，入間にとってはきわめて反本性的・反自然的な行為であるばかりか，生きていくうえで必要欠くことのできない食べものを拒否することであるだけに，人間の存立を根底から脅かすものである。食を断てば，そのいきつく先は死である6断食は，それ自体死への傾斜を含んでいる。　内的要請において始められた断食は，しかしながら，断食芸人が生存していくためには必要な条件であり，自分自身に向けられた行為であった。とはいえ，断食は彼にとって禁欲を意味するものではない。つまり欲して止まぬものに対する裏返しの表現ではない。それどころか逆に，彼にとってはアクティブな行為であり，それ自体にすでに意味がある。「食べるということは，考えてみただけでもう吐気をもよおさせる。」（S。259）しかも彼の口に合う食べも．のはない。彼の断食の理由はここにある。断食せずにいられないのは，この世の食べものがどれも自分の口に合わないからであり，自分の口に合った食べものがほしいからである。この世の食べものが口に合わない以上，それらの食べものを口にしないことを，つま．關Hべものの拒否を意味する断食に入らざるをえない。このとき，断食は断食芸人にとって積極的な意味をもってくる。断食は，つまりある．ものを目指した明確な・行為に転化するのである。断食芸人は，断食によっていままでえられなかった「本当の食べもの」，吐気をおぼ．えることのない，本当に安心して腹いっぱいたべられる食べものを求める。．2）この本当の食べもの，未知なる糧を求めて断食にはいり，この食べものを糧にして生ぎようと欲する。そうした強い欲求が彼の支えであり，食を断った人間を支える食べものに代る糧である。彼は，おのれの全存在を，求めてやまぬあの本当の食べものにふり向けた。3）　断食は，断食芸人の全存在を要求するように，排他的な性質をもっている。断食芸入はほかにどうすることもでぎずに，一途に断食へと駆りたてられて，他の一切のものを副次的なものに追いやってしまうからである。断食は，彼にとって他のすべてのものを犠牲にしてまでも賭けるだけの価値をもち，しかも彼を断食へと駆りたてたものは，他のものと片手間にすることを許さないし，他のものとの並存を許さない。それは，裏返していえば，彼が内にかかえたものは，それだけ彼の存在にかかわる重要なものとしてあることを示している。それは彼が存在し，生ぎていくためには必要にして不可欠なものであり，彼の存在がひとえにそこにかかっているものであるQこの糧を求めること，それが断食芸人が自らに課した任務であった。　こうして彼がおのれめ全存在をかけて求める本当の食べものは，この地上において見’出しえなかったものである。したがってそれは，当然めことながらたんなる「食べもの」ではない。普通の食べものが世間の人たちの生を支えているように，それは断食芸人の生を支えるはずのものである。しかも，だれも彼に与えたりすることがでぎない，自らかちとらなければならない種類のものである。それは，断食が肉体的な生と桔抗するものであるように，肉体的，物理的なものの対極にあるものであろう。．すなわち食べものにしていわゆる「食べもの」でないものである。断食芸人が死をかけてまで獲得せずにはいられないというところにこの本当の食べものの意味と性質とが語られている。それは断食芸人が確固として立てる「本当の基盤」（S．260）にほかならない。断食芸入は，この「本当の食べもの」「本当の基盤」をえようとして断食するのである。　断食をやめるということは，断食芸人には耐えられないというだけでなく，あの吐気をもよおさぜる食べもの，つまりにせものにみちた生活べたち帰ることを意味している。それは断食とは比較にならないほどの苦痛であり，自己の存在の本質における死を意味する。彼の生は，逆説的ながら，断食をするということのなかに見出せるのである。にせものにみちたなかに生きるよりも，死を賭しても，全存在を傾けて本当の食べものを捜すことの方をいさぎよしとする。この世の普通の食べものが魅力的であることはないし，彼を誘惑することもない。4）それは彼の嫌悪を引き起こすだけである。彼は具体的に生活していくうえで必要な食べものを拒否するばかり名古屋工業大学学報　第26巻（1974）65か，それに係る生活や生存自体をも拒否せずにはいられない。5）断食芸人は，生を維持するものを具体的な食べ　ものにではなくて，未知の本当の食べものにみる。したがって，もはや彼においてはたんなる「生としての生」はその魅力を失ってしまった。彼は，断食の前提として，この世の普通の食べものでは生ぎるうえで不十分であるという認識をもっている。　未知の本当の食べものは，普通の食べもののように，実際に自分の目でみ，手で触れ，においをたしかめられ，味わうことのできるよ・うな把握可能なものではなく，その糧を求めるのに断食芸入が断食という手段に頼るように，むしろわれわれの把握を免れたところにある。この糧は，したがってすでにみたように，一方では他のすべての食べものを捨てさぜて断食へと促す肉体的な死と深く結びついたものであると同時に，他方ではこれがあってはじめて人間が生きていくことのできるものとしてある。未知の糧は断食芸人にとっていわば両刃の剣となって働く。それでも断食せずにはいられないところに彼の　「誠実さ」がある。そしてこの誠実さは，彼のいだく欠如の認識に基いている。：普通の食べものについに見出しえなかった「あるもの」　（必要不可欠なもの）の欠如の認識こそが，彼をつぎ動かしていることは明らかである。　断食が，うまいと思うものがないからというだけの理由で行われたのなら，それだけでは断食は受動的・否定的な性格のものでしかないことになるが，断食芸入にとって内的必然であったことをみるとぎ，逆にひじょうに積極的な意味をもっていたことにわれわれは気づく。断食は，彼にとっては免れがたい生活様式であり，彼自身の内から出て，彼自身に向けられた義務でもあった。この未知の真の糧の探究は，私的な欲求であり，．行為である。そしてこの探究は，本質において孤独な営みである。それは他人の助力も関与も不可能な，本人しか入れぬ領域である。カフカはヤノーホとの対話において次のようにいっている。「すべての人間が生きるために必要ではあるが，しかしだれからももらったり買いとったりできないもの，それが真実です。人間のひとりびとりが自分の内部から真実をたえず生み出さなければなり．ません。さもなければ人間は死にます。真実のない生は不可能です。真実とは，おそらく生そのものなのです。」6）ここにいわれる真実こそ，まさに断食芸人にその欠如を嘆かせ，断食へと駆りたてたものにほかならない。彼は，「本当の食べもの」，つまり真実の見出せない生活を否定して断食に入った。　断食という行為は，その出発点においても，またその帰結においても個人的なものであり，どこまでも孤独な試みである。断食は，断食芸人がおぼえる自分の存在の不確かさに対する確固とした存在への憧れと欲求の表現である。そこには未知の食べものによせる激しい食欲があって，この食欲は，ふつうの食べものでは満たされることのなかったものがあること，しかも生を支えるうえで最も肝腎なものが欠けていることに気づいてこそ起こりうる食欲である。こうした食欲のうえに成立った断食は，断食芸人がおぼえる断食への暗い，だが確固として不可避な衝動と欲求に基いたものであって，動機はまったく純粋なものである。　だがこの強い欲求も，断食芸入が断食を芸として見ぜものにすることによって断食自体の本来の意味と個有の性質とが歪曲されることになる。それは断食がそもそも断食馬入ひとりの問題であったのに，それを公衆の目にさらすことから始まる。個人的な問題の探究という私的な営みが公の下に出されたとき，その営みのなかに含まれていた真実（個有の性質）は均され，うすめられて，その営みの主体からも観客からも個有の本質が奪いとられて風化する。断食芸人がたとえどれほど誠実に自己の要請に従って断食を続けていったにしろ，それが見せものであるかぎり，断食自体の真の意味は実現されることがない。　断食芸人は断食を芸にしたてて見せものにした。断食もまた芸であるとしたところに断食手入の芸人たるゆえんがある。芸はそもそも見せものという要素をもっていて，観客があってこそ見せものは見せものとして成立つ。芸としての断食はここにいたって断食を行うものにとっての断食と，観衆にとっての断食という2つの側面をもつことになる。断食芸人にとっては断食の意味に無論変りはないから，彼はけっして観衆の目を盗んでこっそり食べたりすることなく誠実に断食するが，観衆にとっては断食はあくまでも見せものであり，娯楽にすぎない。しかも観衆の断食芸人に対する関心は，あくまで「流行」に基いたものであって，観衆は断食を通して断食芸人と内的共感をもって結ばれているのではない。7）彼らは日に日に高くなる宣伝の声に誘われてただ暇つぶしにみるだけのことである。彼らには断食が断食芸人にとってどれほどの意味を持つものなのか分からないし，分かろうとしない。したがって断食芸人と観衆とを結ぶ共通の糸といったものは最初から存在しない。　また断食はもともと観衆に誤解され，疑われるような要素を内包していた。それは，断食はけっしてたしかな目撃者，保証人をもちえないということにある。断食芸人には監視入がつけられて誠実に断食が行われているかを見張られる。（「奇妙なことにいつも肉屋である」（S．256）一彼らは断食とは最も縁遠い存在だ。）事情に通じた人たちは，断食芸人が断食期間中はどんなことがあってもけっして食べものを口にしないことを知？66Bullet至亘of　Nagoya江nstitute　of　Technology　Vol．26（1974）ているし，断食芸人にしても「芸の名誉」にかけても食べない。しかしながら観衆は，断食芸入が人目を盗んでこっそり食べものを口にしているのではないかという疑いを完全に捨てることはでぎない。なぜなら昼夜を問わず続けられる断食に対して一瞬たりとも目を離さずに監視し続けることは不可能なことだから。「夜も尽も断食芸人のそばでたえず監視人としてすごすご．とはだれもでぎなかった。したがってだれも自分の目で本当に，不断に，間違いなく断食が行われていたかどうかを確かめることはでぎなかった。」（S．257）断食は，そもそも見せものとして人の目にさらされながらも，あくまでたしかな目撃者，保証人を立てることができない，外からみればいかがわしいものでしかない。断食芸人が自分の芸に一点の不正もないことを証明しようとしても，それは観衆には自己弁護，自己正当化とうつるだけである。断食芸が芸としてあるかぎり，その奥にある断食そのものが理解されるということはない。断食が間違いなく不断．に続けられていることを知っているのはただひとりしかいない。すなわち断食芸人だけである。彼だけはそれを保証でぎる。断食芸人はそれ故，断食する者であるとともに彼自身のただひとりの見物人になる。「断食芸人しかそれを（間違いなく断食がおこなわれたということを）知ることはでなかった。彼しかだから，同時に自分の断食に完全に満足をおぼえた見物人になれない。」（践257）断食にはこのように断食の完遂を保証できないいかがわしさがつぎまとっている。またこの断食を行うものの存在のいかがわしさもついてまわる。だから，彼は観衆から「宣伝がましい」奴だとか，「ペテン師」だとか呼ばれることになる。そうした観衆の無理解や非難に断食芸人は耐えるよりほかにどうすることも．でぎない。自己の正当性を証明しようとすればするほど，観衆の疑いと無理解は膨れあがって，彼の立場はますます悪化するだけである。「この無理解，．無理解な世間と戦うことは不可能だった。」（S．262）断食の期間中に・不当な疑いから身を守ろうとして歌を歌って食べていないことをみせようとすれば，人々は「歌を歌いながら食べる彼の巧みさ」（S。256）にただただ驚嘆するだけである。彼の断食芸はこうして観衆にとっては「歌いながら食べる芸」としかうつらない。無理解な観衆と断食にごまかしのないことを証明しようとする断食芸人との間の往復運動のなかで，断食芸人が断食するにいたった決意の大きさと重さ，そしてその衝撃性とは摩滅し，失われていく。断食への決意がどれほど重くとも，またいかに断食が断食芸人の存在の根底にかかわるものであろうとも，この断食そのものが真の意味において理解され，共感されて成立するには，芸という形はあまりにいかがわしい。しかしながら，逆に真の理解と共感とをえられたとぎ，この芸はあまりにも危険である。というのは，断食芸人がかつての生活をすてたであろうように，観衆もまた平穏な生活を破壊し，これまでの生を否定して断食に走らずにはいられないだろうからである。　観衆にとっては断食芸入はあくまで娯楽の対象であり，彼らは彼と彼の芸をその一点でのみとらえる。それ故，断食芸人は断食を芸とすることによって自ら断食の個有の現実を歪めてしまうのである。彼の断食そのものは真実であった。だがそれを芸に仕立てて見せものにし，職業にしたことは誤りであり，．偽りであった。断食！よ芸となったとぎ，断食芸人がいだいた本当の食べものへの激しい欲求，真実の探究も，彼自身の手から奪いとられて白日の下にさらされ，打ちすえられてしまう。真剣で重大な私的な問題も，世間の人々は娯楽のたねにして楽しむ。断食芸人は，未知の本当の食べものをえようとするなら，完全な孤独のなかに沈潜しなければならない。それが彼にはでぎない。彼は断食を職業化することで，本来は副次的でしかないはずのものにとらわれてしまう。　やはり最後の告白のところで断食芸入は言う。「あなたたちがわたしの断食に感嘆することを，わたしはたえず望んでいました。」（S．267）この欲求が彼の断食芸を芸として支えるものであったσ　断食を芸としてさしだすとぎ，断食芸入は芸が人に賛嘆され，能力として認められることを要求する。そこに断食芸人にとっての落し穴があったわけだが，それに気ずくことなく，ただただそうした感嘆をえたいがばかりに断食を続けることにもなる。内的必然から出たはずの断食は習性となるとともに，断食してえられる感嘆が断食芸人にとって生きる目的に転化する。その結果，断食芸人もまた断食の本当の意味から締めだされることになってしまった。　断食芸入の「感嘆されたい」という欲求は，断食を社会のなかで演じられるひとつの役割にかえてしまう。なぜなら職業は社会で演じられるひとつの役割なのだから。8）この欲求は，断食：芸園にとっては芸への感嘆とともに自己の存在への感嘆と肯定，さらには自己の存在の社会的承認を求めることであるQしたがって，彼は自己の人間としての存在を実現しようとする一方で，なおかつ社会的にも承認されようとする。断食芸は彼にとってはこの両方を一度にかなえることのでぎるものとして了解されているのだろう。彼は，したがって，まだ社会的な枠から抜けぎれてはいない。彼は人に認められなくては自分自身を確認することのでぎない不安にとらえられているのである。その不安を振り切って無限の断食への欲求に従うことがでぎずに，見せものとなっているかぎ．り，彼はあくまで演抜者であり，芸人である。芸人であるかぎり，純粋に「断食するもの」，すなわち「未知の名古屋工業大学学報　第26巻（1974）67本当の食べもの」の探究者にはなりえない。いかなる報酬も要求してはならないし，要求しえない，それが孤独　というもののもつ必然というものであるからには，彼は自分の行為に「感嘆」などといった報いを要求してはならなかった。　断食芸人は人に感嘆されることによって生きる力を引出そうとする。いいかえれば，彼の生はそのかぎりでは，あの真の食べものによってではなく，感嘆されたいという虚栄心によって支えられていることになる。彼が熱狂的なまでに断食に身を任すことがでぎたのも，この欲求があったからこそである。この意味では，人に感嘆されたいという欲求は彼にとって肯定的な意味をもっているが，逆にそうした欲求を引きおこされるという点において否定的な意味をもつものといえよう。つまり断食は本来どうすることもでぎない内的義務であったのに，それを自分だけにとどめておくことができずに，人の感嘆を求めて自己の存在の転ずけをはかろうとするからである。これは断食芸人の弱さを示すものでしかない。彼は本当の食べものを求める探究にひとりでは耐えられない。そのために外部にはげまし，支えとなる力を求めずにはいられなかった。自分の生を確かめ，実現するのに他人の援助を求めようとする。彼の芸は，つまるところ彼の「弱さ」のうえに成立っている。9）それは堕落である。　ところでカフカは自分の作品とそれを公開することについて次のように言っているが，これはカフカの自作に対する根本的な態度と．みることができる。同時にこれは，断食芸人の断食とそれを人に見せることの関係にもあてはまろう。1ω「『それです。マックス・プロFト，フェリックス・ヴェルチュ，そうした友人たちがみんなわたしの書いたものをいつも取り上げては，それから出版契約済証をもってきてわたしをおどろかすのです。そうやってもともとはまったく寒入的なスケッチだったり，書ぎちらしたにすぎなかったものが出版されるのです。わたしの人間としての弱さを示す個人的な証拠書類が印刷され，売られるのです。それも，マックス・プ肩馬トを先頭にして，わたしの友人たちがそれを文学に仕立て上げることをふと思いつき，わたしがこれらの孤独の証明書類を破棄するだけの力をもちあわせていないからなのです。』しばらく間をおいて彼は声をかえ．て話をつづけた。『わたしがここでいったことは，もちろんたんに誇張にすぎず，わたしの友人たちにたいするちょっとした悪意でしかありません。実際にはわたしはもう，わたし自身がこれらのものを出版するのに荷担するほど堕落していますし，また恥知らずでもあるのです。わたしの弱さのせいだということを口実にして，わたしはわたしの周囲の世界を実際以上に強いものにしているのです。これは当然欺購です。』」1D　観衆から与えられる賛嘆は，断食芸人にとってはひとつの誘惑である。断食芸人はこの観衆の感嘆にさそわれて，断食を40日目中断させられるという断食に加えられる暴力にも屈する。この感嘆は，彼の名誉心をいたく刺激するものであるがために，彼は自分の本来の目的に向かって努力することをはぐらかされて，いつまでも観衆にしばられている。12）名声に執着したとき，彼は断食のもつ本来の意味を忘れる。彼は名声に支えられて断食に励み，断食に励むことによって名声と観衆の感嘆とを期待する。なるほど名声は断食芸人の関心事にはちがいないが，それはけっして彼の本来の目的ではない。この名声は，彼を断食へと追いやった「未知の本当の食べもの」「本当の基盤」ではない，またその代償となりうるものでもない。名声と栄光に包まれていても，彼から不満が除かれることがけっしてないのをみても，．それは理解できよう。断食期間も終り，栄光の頂点でもあるはずのあの鑑を出る瞬間ですら，彼は「自分からすすんで櫨を出たことは一度もない。」むしろ橿から出されることに抵抗すら示さずにはいられない。　ところで断食思入が浴する名声と栄光とは，断食が芸として成功するのに必要だったものと同じあの「流行」と観衆の物見高さ，享楽欲の強さとによるものである。これはしたがって永続的なものではない。移り気な観衆の関心が他に移り，流行が断食芸人から去ったとぎ，彼の名声もまた消えるはかないものでしかない。しかしながらこのみせかけの栄光も，断食芸人によせる世間の片々の感嘆も，彼の芸が内包する危険から救い出してはくれる。虚栄心にとらわれて観衆に依存すればするほど，ますますどこまでも断食をやりぬく可能性は奪われる。際限なく続けられる断食は死につながるから，見せものとして断食期間を限定されるかぎり，断食芸入は死の危険から解放されるわけである。観衆の咽采は，断食を芸として成立さぜ，持続させていくためには必要ではあったが，「断食芸入にとっては必要なはげましではないみそれは誘惑だ。」13）断食芸人は，彼を占有し，断食へとっき動かしたあの欲求，すなわち真実の探究を名声と栄光という虚構のうえにたてるという誤りを犯す。この虚構が虚構でしがなかったことが分かったとき，彼は断食そのものと向ぎ合わざるをえなくなる。このときはじめて，断食は実体を伴うのである。　断食期間を40日置限定されることで断食芸人の不満は輪をかけて大きくなり，ついにあの問となって爆発する。「なぜ40日だったいま，やめなければならないのだ。まだ長いこと，限りなく長いこと断食にたえられただろうに。なぜ断食のまつ最中のいま（いな，まだ断食のまつ最中でさ．えなかった）やめるんだ。かってないも68Bulletill　of　N琴goya　Institute　of　Techllology　Vo1．26（1974）つとも偉大な断食芸人になる（恐らく彼ぼもうそうなっていた）ばかりかナどこまでな為か見当もつかないが，どこまでも自分自身の記録を書ぎかえる名誉を奪おう．とするのだ。なぜなら断食能力に限界なぞおぼえないのだから。わたしにたいそう感嘆していると称しているこれらの入・々は，どうしてそんなにわた．しに我慢できないのか。わたしは断食をつづけるのにたえているのに・なぜ彼らはたえられないのだ。」（S．259）　まだ彼は思う存分断食したとは思っていない。．軽重という期間では不足である。それでも彼の意志におかまいなく断食を中断させられる。そこから生じる不満は，名声によっても埋め合わすことがでぎない。この下墨を理解でぎない観衆は，「彼の悲しみはたぶん断食のせいだ」（S．261）というぐらいしかでぎない。この世間ρみ々の無知が彼を絶望に突落し，「けもののように」橿の格子をゆすらずにはいられないほどの怒りへと駆りたてる。この激しさは，断食芸人が，この観衆の言葉に，断食を中断させられるよりももっと強い，断食そのものに対する暴行をみていることによる。それは彼の存在の根底に加えられる暴行であるがゆえに耐えがたい。　断食が見せものとして成立つためには，観衆のほかに興行主を必要とした。興行主は断食芸人の断食を芸に仕立てあげて観衆に提供する。したがって，彼は断食芸人と観衆（世間の人々）との間をとりもつ仲介役をはたすわけだが，それも断食芸を自分の目的に利用するためでしかなく，当然のことながら彼の目的は商業上の成功をえることにある。彼は，観衆と同じように，商売上の友である断食芸人と断食によせる共感によって結ばれているのではない。彼にとって問題なのは「利益」だけである。14）だから，容赦な．く断食芸人に暴行を加える尋とがでぎる。．断食期間を40日と定めるのは，彼の商売上の経験からでたものでしかない。「40日だったら，たとえば，経験上次第に高まる宣伝によって町の関心をますますあおぎたてることができたが，それから以後はしかし，観衆を引ぎつけておくことはでぎなかった。評判は本質的に減退していくのが確かめられた。」．（S．258）断食芸人のことを思ってのことでもなければ，断食に対する彼の理解からでたものでもなく，ただ観衆の関心と受容能力とに合わせただけのことでしかない♂5）断．食芸人が断食を中断されることによっておぼえる不灘を，彼もまた理解することがでぎない。したがって似島芸人の悲しみの原因もまた分からないまま，原因と結果とを倒錯ナるという誤りも犯すのである。　断食の中断は，けっして断食芸人の意にそうものではなかった。したがって，断食の後に待ちうけるお祭は，断食芸人にとっては勝利と栄光にみちた輝かしい瞬間と．なるはずなのだが，そうではない。逆に，彼の内．は悲しみと不満とにみたされている。祭は興行主に．とっては興行の成功の頂点であり，観衆にとっては興奮とセンセーションの頂点であっても，断食芸人にとっては最も大ぎな苦痛の瞬間となる。16）外面的な華やかさと名誉心をくすぐる賛嘆とは裏腹に，内的＝苦悩は鋭く彼を突刺す。この祭において，断食芸人と観衆（興行主を含めて）との懸隔は越えがたいものとして鋭くえぐり出されて頂点に達する。　ここで少し断食芸入が断食をする場所，すなわち橿についてみてみよう。この小さな空間も奪た断食および断食芸人にとって重要な意味をもっている。これはなるほど小さな空間ではあるが，断食芸木には生活していくうえで十分な空間である。彼はこの樵の歯並さに不満をもらしたことはないし，そこを去ることも考えつかずにいる。　この橿は人間がもちあるいている制約や拘束を意味する濫である。17）だれもがそれに気ずかない，あるいは認めまいとする椎である。断食芸人は濫のなかに引込むとき，人間の存在に枷としてはめられた橿を明確化し，それを自ら積極的に背負いこむ。彼にとってこうした橿は，人間としての生活の実現が困難な状態におかれていることを認識したとぎ，すなわちあの断食をせずにはいられない欲求におそわれたとき，すでにみていたはずのものである。自分がもちはこんでいる目にみえない艦を直視し，それを現実の濫という形にしたてた。そしてそれを自分にはめこむとともに，世間の人々の眼前に据えたのである。濫のなかの断食芸人一それは入間のおかれた状況をあらわす象徴的な表現である。　あえて断食芸人が橿のなかに入るのも，真実から締出されている自分を認めたうえで，それをテコにして自己の実現を計ろうと企てるからである。真実から締出されていることを知らないもの，あるいは認めないものには真実を求めて探検に出る決意も生れることはない。橿のみえないものや濫を認めぬものには断食芸入のもつ欠如の認識も不在の認識も生れない。したがって，そこから生じる未知の本当の食べものにおぼえる激しめ食欲とも無縁である。橿は，断食漉入が自己のありように鋭い反省を加えたとぎ，はじめて引受けることができFたものであり，断食が濫のなかで行われるように，入間としての生を実現するための究極の砦である。断食芸人がこの艦から自発的に出ることがでぎないのも，ζの濫曙）なかにとどまることによってのみ未知の糧を求めて断食に身を任すことができるからである。橿は断食芸人を閉じこめはするが，断食に没頭することを可能にした。橿のなかにあっては，彼は吐気をもよおさせる食べものから解放されるし，それに係る生活をも免れて自分の内なる欲求に従い，自分の意志を実現することが可能になる。名古屋工業大学学報．第26巻．（1974）69　だが断食が見せものとして提供されたとき，こうした「櫨のなかの断食二三」の与える衝撃性も取除かれてしまう。断食は娯楽として消費されることになるからである。見せものであるかぎり，入々は何の衝撃も受けることなく，安心してみていることができる。興行主が加える断食期間の制限も，断食が見せものとして成立つためには必要な条件だった。断食が40日を越えたとき，観衆の関心は衰退していくが，この現象にはたんなる表面上のことのほかに，「断食」とからんだ別の本質的な理由が含まれているように慰われる。つまり断食がいつはてるともなく続けられたとき，人々は次第に断食芸人のいまだ自覚されていない力を本能的に嗅ぎつけて，そこから遠ざかろうとするのである。断食は見せものを離れて次第にその本質にあるものをにじみ出してくるからである。断食がどこまでも続けられれば，それは見せものとしてよりも，断食芸入だけの断食という性格を強め，ついには観衆の車を離れてしまう。そうした深刻かつ真剣なものとなることは観衆も興行主も望まない。断食芸人がどこまでも断食しつづけることに彼らは耐えられない。だから彼らは断食に様浸な制約を加える。断食は彼らにとってあくまでも娯楽でなければならない。　また他方断食芸人は橿のなかへ「逃避」したともいえよう。そうすることによって社会的な関係を断切って世間の様々な制約（掟や秩序といったもの）を免れ，ひたすら自分自身と向ぎ合おうとする。橿は社会のなかに組入れられて機能として働いていた自分を救い出し，息苦しさ（吐気）をおぼえた断食芸人を孤独のなかへ導く。そうした場としても働いている。濫はいわば積極的な逃避の場である。彼は権に入ってはじめて自己を実現する機会をえることができる。橿は社会との関係を遮断し，それと気ずかずに屈していく四囲の暴力から断食芸人を守るとともに，彼に孤独を強い，自分自身と向ぎ合わせる場である。したがって，橿は逃避の場であり，同時に自分を救える場，自己実現の場である。この橿がなくては彼の断食も困難になる。このことは，世界にあってはもっぱら未知の糧の探究に身を委ねることが不可能になってしまったことを意味している。それが入間のおかれた過酷な状況である。濫は救いの場としてある，だがそれはいかにも「小さな空間」である。　こうした意味も，しかしながら，断食が見せものにされたとぎ，やはりけしとんでしまう。社会はその強力な咀二二をもってこうした断食をも自分のなかに組入れ，ひとつの役割に化してしまった。こうなったのも，もとはといえば，断食芸人が断食を芸として見せものにしたことにあるのだから，その責任は彼自身の側にある。この誤りのために，断食芸人は見せものとなっているかぎり，永久に未知の糧から締出されてしまい，彼の孤独もまたけっして孤独となりえないで，みせかけの孤独にとどまる。　もし断食芸入が断食を芸に仕立てることを，断食への衝動と生への欲求という相反する欲求を統合する折衷的な方策として考え出したのなら，これは大いなるまやかしである。こうした小手先の方策に基いた断食からは，不満と絶望しか生れない。それは永続的な価値をもちえないのだから。彼は断食する自由をすら，中断させられることによって奪われるのだから，彼の断食の自由もまたあの名声と同じように，みせかけの自由でしかない。断食の自由は，その性質上，世界と戦うごとによってかちとられるべぎものである。その戦を放棄して世界との折合いをとるのなら，そこからは断食の自由も生れない，したがって生きる自由も生れない。　観衆は表面のみをみ，そこからセンセーショナルなものや楽しみとなるものをひき出してはそれに引かれる。これは，彼らが内的法則と結果とをもたないからである。彼らの興味や関心が流行から流行へと流れるように，彼らの生も．流れ去り，消費される。こうした中心の欠けた人たちには，断食芸人の食欲は無縁である。それだけに彼らは幸福だが，またその幸福ゆえに不幸ともいえる。　だがそうした彼らも，断食芸人のもつ重みを目にしていないわけではない。「体は衰弱しきっていた。両足は自己保存の本能からしっかりと膝のところで合わさっていたが，地面をひっかいていた。まるでそれは本当の地面ではないかのように。本当の地面を両足はまず求めていた。そこで，肉体の全重量が（といってもたいそうわずかな重みだが）婦人のひとりにかかっていた。はげしい息づかいをしながら一彼女はこの名誉の大役がこのようなものだとは思いもよらなかった一最初は首をでぎるだけのばして，少なくとも顔だけは断食芸人に触れないようにしたが，しかしやがてこれもかなわなかった。そして幸運な仲間の婦人は，彼女を助けにもこないで，ただふるえながら，断食芸人の手を，この小さな骨の束を両手にかかえてもっていくだけだった。」（S，260）とるに足らない体重しかない断食芸人をいざ運ぶ段になると，それはみかけとは逆に，支えきれないほどの重みをもっていた。この断食芸人の重みは，「本当の地面」，安心してそのうえにたって生活でぎる真実を求める人間の生のもつ重みにほかならない。　「ある日，気がついてみると，甘やかされた断食芸人は享楽欲の強い大衆によってみすてられていた。彼らはむしろほかの見せものに殺到した。」（S．262）観衆は移り気だから，彼らの目をひく新しい見せものが出現したとぎ，以前の見せものには見むぎもしなくなる。それが流行というものである。これは早晩，断食芸人にふ70Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology．VQL　26（1974）りかかる運命であった。観衆に見すてられた断食出入は，興行主と別れてある大きなサーカスに移る。断食芸人をおそったこの状況の変化は，彼自身の内的状況の変化だとか，精神的発展や成長とかによるものではなく，もっぱら外側から強要されたものであった。自発的なものでも，彼自身の積極的な態度決定の結果でもない。　この事態の変化によっても断食芸人の芸そのものには何の変化もない。ただ「幾千とも知れない人々の歓声にとり．かこまれていた人物」も，いまは本当の見物人をもたなかった。観衆あっての見せものだから，観衆がいなくなったとぎ，もはや断食芸は見せものとしての基盤を失う。それにもかかわらず，彼は熱狂的に断食をつづける。ほかの職業に就くにはあまりに年をとりすぎていたこともあるが，それ以上に断食芸人の側の問題がある。サーカスに移っても断食は見せものであり，職業である。彼の断食にはまだ本質的には何の変化もみられない。　「彼（断食芸人）の意志をとお’させてくれるなら，（そしてひとは彼にただちにこれを約束した）今度こそほんとうに世間をあっといわせてみせる」（S263）と断食芸人は主張する。新しい事態は，断食芸人にとって自己の存在を問い質す契機とはなりえていない。断食芸人がしばしば忘れる「時代の風潮」というものを考えてみれば，微笑をさそうだけの主張であるにもかかわらず，彼は人に注視されたい，人をあっといわせたいという欲求をすててはいない。この欲求はすでに彼の生きる目的になってしまっている。（S．264）彼はけっして大衆の目から身を隠したわけではなかった。18）　サーカスでの断食芸人には，もはや昔日の栄光はかげもかたちもない。観客の関心は動物にあって，「彼は，正確にいって，動物小屋へいく途中の障害物でしがなかった。」（S．265）彼は観衆にとっては目の片隅をかすめるものでしかない。そのうえ障害物といっても「もちろん小さな障害物，ますます小さくなっていく障害物である。」（S・265）彼はますます人々の視野からこぼれて，障害物としても意識さ．れなくなり，ついには藁の下に沈んでみえなくなってしまう。　いっかは断食芸人も世間の口々の視野から自分の存在が消えたことを認めずにはいられなくなる。そのときはじめて，断食芸人は終りのない断食への愚なる欲求に従って，彼の使命を実現することができるようになる。19）（S．266）断食は本来の意味をとり戻すのである。そして断食芸人は，はじめて本当の自由を獲得する。見せものであったとぎ・，いかに喝采を送られ，栄光に漏そうとも，けっして実現されることのなかったこ．とである。人々に忘れられ，入目のつかない片隅に身をおぎ，まったくの孤独になって，匿名のもののなかに降りたったとぎ，自分の内の声に誠実に耳を傾け，自己の使命に忠実に従うことがでぎた。過去は消えて，職業と使命（天職）とは分離された。ここに至るまでの事情がたとえ外部か．らの強制によるものであったにしろ，流行の外におかれたということは，断食芸入にとって決定的な転換点であったことにちがいはない。（またこの点がこの物語の構成上からも転換点になっている。）　断食芸人は，世間から忘れられたことで，わずかに世聞との間をぎり結んでいた名声も職業も消えて，完全に世間から落ちこぼれる。20）このとぎ，断食をとめるものも，世間と断食芸人との間をとりもつ興行主のような人もいない。したがって，断食の内包する死の危険から救い出してくれるものはいなくなった。その代りに，断食芸人はいままでいつもいだいていた不満と絶望とから解放されて，断食の本質をみすえることができるようになった。それ故，彼は死の直前にあっても「たとえ誇りたかくなくとも，確固とした確信」（S．267）をもって断食をつづけようとすることができるのである。本当の食べものは死を代償としてえられるのかもしれないし，また死の彼岸にあるのかもしれないが，その本当の食べものを求めて努力するとき，人間が本当の意味で人間として生ぎることが可能になる。「彼の孤独は，彼の悲しい運命ではなく，自己を実現するためには必要不可欠な前提である。」21）　いよいよ念願の最も偉大な断食芸人になれるというとき，皮肉なことにもはやそれは何の意味も価値ももたなくなってしまった。断食そのものからは，いかなる付随的な価値も利益も引出せなくなる。そのとぎが，断食そのものが彼の生ぎる目的と化す瞬間になる。彼はそのとき，断食せずにはいられなかった欲求が自分にとってどのような意味をもつものであったか，という問と向き合わざるをえなかっただろうb断食ははじめて根底において理解される機会をえることがでぎた。こうして断食は未知の糧を求めるものとして，断食がもともともつあの求心的（求道的）・探究的性格をかちえて，．根源へと向かう「祈の形式」となった。　生ぎるということは私的な活動であり，自らが戦いとるべき性質のものである。ここは他のいかなる人も立ち入ることのできない領域であり，その戦はその人だけと定められた戦である。真実に立った生活を実現しようとするとぎ，きわめて困難な状況におかれていることにはじめてわれわれは気ずくのである。あのサーカスにおいてみられるように，すべてのものが相対化され，その個有の性質と価値と意味とを剥奪され」（いる。22）動物であれ，人間であれ，ましてや装置にいたってはなおのこと，すべてのものが交換可能なもの，補充可能なものとしてある。これはまた，・観衆の陥っている状況でもあ名古屋工業大学学報　第26巻（1974）71る。断食芸人はそこからの脱却を志し，断食に身を委ねた。　断食が芸に仕立てられて職業となったとき，これもまた社会において交換可能なひとつの機能に堕し，断食芸人自身も機能的存在と化してしまった。（S．263）ここから脱して自分を救おうとすれば，孤独と沈黙の支配する匿名のものの世界へ入るよりほかない。そのとき世界と戦い，真実を自分のうちから生み出すことが可能となる。この自由を世間の人たちは恐泊る。　この物語は，断食芸人の死で終ってはいない。断食芸人が藁と一緒に虫ケラのように同ずけられた後の濫には，若い豹が入れられた。この猛獣は断食芸人と対照をなすものである』23）「豹には何ひとつ欠けているものはなかった。豹の口に合う食べものを，監視人が長いこと思いわずらうこともなく運んでぎた。自由さえも豹には欠けていないらしかった。必要なものはすべてをはちぎれんぱかりに身につけたこの高貴な肉体は，自由を身につけてもち歩いているようであった。歯のどこかに自由があるらしかった。生のよろこびがかっとひらいた口からはげしい熱をともなってあふれ出す。この熱に対抗することは，見物人たちにとって容易なことではなかった。しかし彼らはそれにたえ，濫をとり囲んでそこから立ち去ろうとはしなかった。」（S．268）　豹は濫のなかにいることを少しも苦にしていないばかりか，生のよろこびにみちている。この動物はいかなる制約も意に介さない。自由の欠如すら気にならない。いな，自由の欠如ということを知らない存在である。それは，いいかえれば，いたるところにありながらけっして認められることのない，ある不可能性を示すしるしである。豹の生は，反省を知らない生といえる。24）この猛獣も，断食芸人と同じように，濫をもちあるいてはいるが，断食芸人にとってもちえたような意味をこの豹の濫はもちえない。　豹はサーカスという社会において役割を演じることを強いられた存在である。言われるままに動き，サーカスという組織の一部として断食芸入の後に補充されたものでしかない。そうした自分にこの動物はいかなる反省も疑問も加えることがない。だから欠如の感覚も認識もな．く，「必要なものはすべてもちあわせている」ように思える。欠如そのものからさえも締出されている，だから1自由すらこと欠いていないように思える。豹の食べものは，すでにあるもののなかから選び出され，ひとから与えられるものであって自ら獲得したものではない。この動物はなるほど旺盛な生命力をもっている。だがそれは，たんなる「生としての生」でしかない。　見物入たちは，橿の存在すら無視してただ既存のあてがわれた食べもので満足しうるだけのこの動物のもつふてぶてしさと，旺盛な生命力に圧倒され，あこがれる。だれもが自分のあてがわれた役割を演じ，その役割の範囲内で活動することでたれりとする。これは自分の生をこの地上につなぎとめておくことのできる方策でもある。動物と断食芸人とが2つながら並べ置かれたとき，観衆にとって選択は容易になった。彼らは動物をとることによって生ぎる方を選ぶ。断食芸人の死後も，なお生活はつづいている。　観衆は断食芸人には耐えられなかった。彼らは断食のもつ破壊性をおそれ，自由をおそれる。平穏で安逸な生活を，また自明なものとされていたものを根底から問い質し，疑問の渦のなかに投げこみ，そこから締出されているあの真実をえようと努力することをおそれる。そうした過酷さを自ら背負いこむことに耐えられないし，また好まない。それよりはむしろ現在の生活を選びとる。観衆は豹に幻想をみ，その幻想に自らを仮託するのである。　この最後の場面は，断食芸人の孤独のなかの死ののちにも，やはり生活はつづいていることを示している。暗く長いトンネルが突然ぎれて光がどっととびこんできたような印象を与える。だがまたこれは，よろこびというよりはむしろ恐怖の絶頂である。　カフ・カは最後にいたって断食芸人の死後に若い豹をおいたが，これはけっして断食芸人の生を相対化したり，否定したりするものとして意図されたことではない。むしろ断食芸人によせるあまりに肯定的すぎる判断や評価に制限を加えるものとして作用しているととる方が妥当であろう。25）　断食芸入の生は，真実にたった生活をせずにはいられなかったものが生きる生である。それにはいかなる是非の判断も下しえない。たとえ下しえたところで，断食芸人にとってはそれは何の意味ももたない。彼はやはり内なる要請に従って断食せずにはいられなかっただろう。そうせずにはいられないのが彼の生である。人間としての生を実現しようと努力する誠実さこそが，断食引入を支えるものであり，彼の真実なのである。この物語は，観衆（世間の群々）の生に対する批判でも告発でも否定でもない。断食芸人だってみんなと同じ世界に住みたいと思う。だがどうしてもそれができない。ふつうの生活にあこがれながらも，それもかなわず，自己の使命に従って生ぎずにはいられない。断食は避けられない。それが彼のありようなのである。こうした断食芸人の生もあれば，観衆の生きる生もある。カフカはそれを並列した。　断食芸人は，カフカが書かずにはいられなかったように，断食：せずにはいられなかった。それは，いわば「自己保存の本能」に基ずくものであった。断食芸人は，死72．Bulletin　of　N琴goya　In串titut骨of　Tサ。耳nology　Vo1．26（1974）の危険を内包する．断食をどこまでも続けることによって，なるほど自ら死を招来する結果となったが，豹や見物人たちが締出されてい．る自分ひとりの「独自な死」を死ぬことがでぎた．B死の直前の彼の確信にみちた表情に自らの死を死ぬことができることに対する満ちたりた思いをみることはできないだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　註1）　Vgl．　Henel，1．＝Ein　Hin　HungerkUnstler，　　　S．243fし2）　Vgl．正［illmann，　H．．：Franz　Kafka，．　S．88．．3）．Vg1．　Hillman：a．　a．0．，　S．84．4）vg1．　Hi11man：a．　a．0．，　s．84．，　von　Wiese：．　　　Ein　Hungerk且nstler，　S．333，5）　Vg1．　Eillmann：a」a．0．，．S．91。．6）　Janouch：Gesprache　mit　Kafka，　S．224．7）　Vgl．　Hillman：a。　a．0．，　S．87．8）　Vg1．　Hene1，1．：Ein　HungerkUnstler，　S。238．9）　Vgl．　Hillmann：a．　a．0．，　S．89．10）　Vg1．　Hillmann：a．　a．0．，　S．89f。11）　Janouch：．a．　a。0．．，　S．48．12）　Vg1．　Hi粟lmann：a．　a．0．，　S．87．13）　Henel：a．　a．0．，　S．243．14）　Vgl。　Hillmanh：a。　a。0．，　S．85．15）　Vgl．　Hene1：a．　a．0．，．　S．238．，Politzer：Frallz　　　K：afka，　der　KUnstler．　S．431．16）Vgl．　Hene1：．a．　a，0．，　S。238．，　von　Wiese：　　　Ein　HungerkUnstler，　S。334．17）　Vg1．　Janouch：a．　a．0。，　S．44．　　「『だれもが自分のもちあるいている格子のなかで暮　　しています。だからいま，そんなにもたくさん動物　　．のことを書くのです。それは自由な，自然な生活ぺ　　の憧れの現われです。人間にとって自然な生活と　　は，しかし人間の生活です。ところがそのことが分　　からない。それを分かろうとしないのです。人間と　　しての生活はあまりに困難になっています。そのた　　めに人は入間としての生活を．せめて幻想めなかでふ　　るい落そうとするのです。』（中略）　　　『……人は動物にかえ．ります。その方が人間と．し　　ての生活よりもずっと容易なりです。家畜の群にう　　まくまぎれて，人は町の通りをとおって仕事場に向　　かっていきます。飼葉桶と楽しみに向かっていきま　　す。．それは，役所におけるのと同じように，綿密に　　計られた生活です。奇蹟などない，あるのはただ使　　用説明書と書式と規則だけです。人は自由と責任と　　　を恐れます。それゆえに，むし．ろ自ら組み立てた格　　子のなかで窒息する方を選ぶのです。』」18）　Vg1．．．Hillmann：a，　a．0．，　S．88．19）．Vg】．　Hillmann：a．　a．0．，　S．86．，　Henel：a．　a．　　　0り　S．．243．20）．Vgl．　Hi11mann：．＝D　a．0りS．91．21）　Henel：a．　a．0．，　S．243．22）Vg1．　Hiilmannl　a．　a．0．，　S．92．23）　Vg1．　Hillmann：a．　a．0．，　S．91．24）VaL　von　Wiese：Die　Selbstdeutungen　einer　　　　　　　　　　　modernen　dichterischen　Existenz，　S．242．25）　Vgl．　Hillmann：a．　a．　O．，　S．91．．．　　　　　　　　　　　テ　ク　ス　トFranz．Kafka：Gesamlnelte　Werke，　hrsg．　von　I琢ax　　　　　Brod．　Erzahlungen，　Frankfurt　a．　M．，　S．　　　　　．Fi串cher　V6rlag，1967．　　　　　（文中の数掌は本書のページ数を示す）　　　　　　　　　　　参　考　文　献Janouch，　Gustav：Ge6prache　mit　Kafka．　Aufzei−　　　　　chnungen　und　Erihnerungen．，　Frank−　　　　　furt　a．　M．，．1968，．Hene1，　Ingeborg：Ein　HungerkUnstler．　Deutsche　　　　　Viert・l」・耳・ssch・ift　XXXViII（1964）S．230−　　　　　247．耳illmann，耳einz：Franz　K：aξka．　Dichtungstheo−　　　　　rie　und　Dichtugsg6stalt，　Bonn　1964．．軍（raft，　Werner：Franz　K：耳fka．　Durchdringung　　　　　und　Geheimnis，　Frankfurt　a．　M．1968．Politze「・Hei…．Fran・不・fk・・d・・KU・・tl・τ・　　　　　S七udienausgabe，　Frankfurt　a．　M．，1965．Von　Wiese，　Benno：Franz　Kafka．　Ein　Hunger＝　　　　　kUnstler．工n：Die　deutsche　Novelle　von　　　　　．Goethe　bis　K：afka．　Interpretationen．　Bd．　　　　　1．，DUsseldorf　1971，　S．325−342．Y・・宙i・rrβ・・n・・Fra・・Kafka・Di・Srlbrt−　　　　　deutungen　einer　modernen　dichterischen　　　　　E・i・t信…1・・Zwi・・h・n　U七・pi・．　und　W1・k一　　　　　．lichkeit．．Studien　zur　deutschen　Litera二　　　　　tur．！D口sseldorf　1963，　S．232−253．

